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.誰が農地を守って行くのか
函は九州の農業就業者数を20年ごとにみたものである.
2日年経つと40-59歳は60歳以上iこ15-39歳は‘ iまi正40-
59歳になる.1975年の15-59歳1;l:1995年の60歳以上にあ
たるが、数は大幅に減っている。新規就農者も少ない。
1995年の59歳以下の就農者数在、すでに起こっている初
年後の未来と考えると、 2015年には現在よりさらに激減す
ると予測される。これだけの人たちだけで、現在の農地を
守っていけるのだろうか. (7貰に関連記事)

年齢別農業人口(九州) 単位千人

1975 1995 2015 

15-39議 1，021 97 ? 

¥也 l ¥、‘
40-59歳 989 216 20程度

60歳以上 685 
¥也
453 
¥也
100提度

2015年

凡例

ふ1山歳
十万人 j4~吋十万人 十万人
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“白磁のまち有田"を、モノっくりのまちから焼きものを売り、
オ、 -rt:-f 尤寸ー又主包&干flf

(有国の観光に対する意見〉

当初有凹のまちづくりにかかわった際に、観光に対

して、「有国は、そんなチャラチャうした町になっても

らいたくなL、」という意見が最初の委員会で出された。

有田焼に対する誇りと、モノづくりに対する自負と

いうものが受けとれた。ふつう観光計画というのは、ど

この町でも比較的受け入れられやすいものであるが、有

田ではι曹、タ4にそうではなさそうだった。

「観光地化してしまったら、有田焼の製造や販売が、

おろそかになってしまうのではないかJという意見も

あった。これは、これまで有田焼を全国に広めてきた

商社や卸問屋などが考えている、品質・ブランドの維

持という点での不安であった。

さらに「サイン計画はできてもなかなかサインを作

ってくれないJIうちの通りには照明が欲しいJI歩き

やすい歩道をつくれ」などいろいろな要望も出された。

結局こうした問題提起は、一つにはこれまでの有田

の良さといえるもの、つまり、

・紫材(陶石)の良さ

・造る人たちの技術やデザイン力

・全国津々浦々にまで拡げた商人さんたちの販売力

が観光などによって根底から崩れるのではないか、と

いう危倶によるものである。もう一つは、観光をやり

大まかにいうと、生産額は昭和60年頃を 10とすれ

ば、平成2、3年頃のバブル期は 15く'らいになってい

たが、今はまた10ぐらいに減っているということであ

った。

さらに詳しく聞くと、その中で卸売りや直売(大口

の需要に対する直接卸売)などといった町外で売られ

る金額は全体の9割に達しており、町内で観光客へ売る

分は年々増えてはいるものの、まだl寄lぐらいだとみら

れた。これをまとめると図(仮説「有国のやきものの

製造と今後の流れJ)のようになる。

これを委員会に出して、このままいったらどうなる

のか、皆さんと話をして将来予測(平成17年、 2005年

頃)をしてみると、おおむね次白4つのタイプが考えら

れた。

0将来タイプA (インタビューの中で出た楽観論)

ひとロで言うと、有国は底力があるんだから心配な

い。少なくとも今ぐらいはいく。また景気もよくな

るだろう、というものである。

O将来世イプB(粗生産額や従業者数のトレンド)

これでいくと平成17年には粗生産額で200億円、焼

きもの製造の従業者数で2，000人を割ることになる。

またその5年後 (2010年)には従業者数で1.500人

ということもありうる。こういう数値を勘案して推

測すると、全体の生産額が平成17年は平成2年時のたいならば行政が何かやってくれるだろう、というこ

とだろうと思われたo
仮説 f有国のやきもの製造と今後の流れ」

そこで我々は、今回の観光の調査計画では、単に観 15 

光の手段を考えるだけでは、何も進まないのではない | 

かと考えた。 ドブ板の議論だけで済ませるのは簡単だ

が、産業構造としてどう考えるのか、まちの問題点を

明らかにせずには、何もプラスにならない。みんなで

一緒に地域の将来を考えて、その上で有回にとって観

光がどんな役割をもつのか、検証したいと考えた。

〈このままいったらどうなるんですかっ〉

まず始めに地元の役場、商工会に取材して、有田の

生産額の推移について意見をうかがうことにした。す

ると売上げでみれば、環在、大きな分岐点を迎えてい

ることが分かった。
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7割ぐらいになることも考えられる。

0将来タイプc(討論の中で出た厳しい意見)
厳しい意見の背景としては次のようなことが挙げら

れた。

①業務用和食器を利用する場となる旅館や料亭が減っ

ている。

②ハンパーガーなどのファーストフードで育った若い

世代の味覚は、従来の日本料理に合わなくなってい

る。

@健康指向ということもあり、和食は見直されている

が、和食器を使うようなことにはなっていない。

④核家族から個族へ進む中で個食化も進み、レトル卜

食品などのように、そのまま食べたり、電子レンジ

処理したままで、おlIIlを使わない食事まで増えつつ

ある。

⑤焼きものの産地問競合の問題として、他産地と品質

の差はあまりなくなってきているのに、価格面では

有田がかなり高い。

⑥競合の局面白中で、他産地が有田の卸売や直売先に、

ターゲットをしぼって代替をはかろうとしている動

きもある。

以上からみて、有凹焼の生産規模が現在の4割ぐらい

に落ちることもありうるという意見があった。

0将来タイプD(将来ζうなってほしいというビジ

ョン)

これは、①焼きものを作って各地に売りにいく、②

来た人(観光客)に買ってもらう、③モノづくりだ

けでなく、観光客などの世話をする(サービス業)こ

とによる収入を見込む、というもので、現在の産業

構造を大幅に転換すべきだというものである o それ

によって、今の有田町の経済規模をより大きくする

有国の就業構造

・有国で働く人は約9.200入、製造・

販売など焼きもの関連は5.900人、

その他は 3.300人。

(農林水産業) A 農業
国勢調査 H7B 林業

C 水産業
一一一寸了一言

(非農林水産業)D 鉱業
事業所統治 H6E 建設業

F 製造業

ことをねらうべきだというもの。

以上が、今回の計顕在進める中で出た意見である。 D

タイプは「このままいったらJということではなく、大

転換をしなければならないという考えである。

〈焼きもの単一産業構造のまちから複合型で柔軟な

産業構造へ〉

有田の就業構造は、極めて単純である。

a:焼きものをつくる人(陶石仕入れや、焼きものを入

れる箱づくりなどもこの中に入る)

②それを外に持ち出して売る人(販売のための見本市

や印刷物などの宣伝も入る)

③焼きものを作る人や売る人と町全体の生活(日常の

暮らしゃ教育なども入る)の世話をする人(サ ビ

ス業)

の3種の就業以外はほと必どない。

これを家庭になぞらえてみると、③の仕事は家庭内

の世話係ということになり、家庭外から稼いで来るの

は、焼きものを作って売ることのみとなる。つまり有

田の盛衰は、焼きもののみにかかっていることになる。

複合経営とか多角経営といわれている現代にあって、こ

れほど純粋な産業構造を維持している地域は珍しい。

そして、情報化社会といわれ、移動型社会といわれ、交

流が一層増加している中で、有田産業のあり方は、少

し社会の動きとずれているようにみえる。

一方、わが国の焼きもの産業をめぐる情勢がかなり

変化していることも分かった。

もともと日本人は焼きもの好きだったが、焼きもの

好きがあらゆる階層を捕らえたのは高度成長期だとい

われている。日本人のレジャー活動は、経済白高度成

長にともなって、団体旅行、匝体宴会として拡大した。

それに対応して料亭や旅館が全思津々浦々にまで発展

従業員数 (事業所数)

(1) 
431 (49) 
4.408 (296) 

l ※工業統去十では
3.叩人うち陶岨器関係者 2.982人

・そ白他は有田町白人口規模からみ

て、ほぼ100%地元向けの生活サ

ポート産業とみられる。

・その意味で、有国は町内がほぼ

1日日%、製造と出荷に終始する産

業構造といえる。

G 電力・ガス・熱供給量
H 運輸・通信業

(1) 

344 (] 5) i ※商業統計では
I 卸守小売・飲食業
J 金曜保険業
K 不動産業
L サピス業
M。公務
百ア一吉

2，689 (594) 
193 (]8) 
16 (14) 
回芯 (]58) 
158 (9) 
9.131人

総従業員数約 9.200人 陶晒器関連従業員数 約 5.900人
その他産業従業員数 約 3.300人
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2.4昭人うち陶磁器関係者1.3鈎人

一I うち陶磁器潤係者 ι365人
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し、そのため、丈夫で美しく、大量の揃いの焼きもの

が要求された。そして有田焼が全国で受け入れられ、日

本人のあらゆる階層に、有国焼に対する眼を育てるこ

ととなっfこ。

ところが、日本人が一層豊かになるにつれて団体旅

行はグループや家族旅行に変わり、団体宴会は夕、jレー

プや家族の隠らんに変化した。それにつれて焼きもの

に対する好みも、大量・高級品指向から、個別の晴好

を大切にする方向に変わってきている。

この冬、大阪ドームや東京ドームで「テープノレウェ

ア・フェスティパノレJが聞かれていたが、そこでは、アマ

チュTのテ プルコーディネー卜部門に、大量の婦人

客が集まっていた。もてなしパ ティ のためのテー

ブルセットのコンテス卜であるが、ポイントは「何を

語ろうとしているのかJということにあった。結局の

ところ「もてなしとは、自分の人柄を贈ることjであ

るから、テープルは自分のλ柄の表現の場であり、相手

lニ何を語ろうとしているのかがポイレトになる。その

調度の芯になっているものが焼きものであった。会場

の婦人方のうごきを見て心ると、今や焼きものの趣味

は、国民的教養になっているかのごとき風景であった。

日本人の焼きもの好きが拡がるにつれて、焼きもの

産地を訪れる旅が観光商品の核になってきている。し

たがって、最も有名な焼きものの産地は最大の観光地

になってしまっているはずだ、というような誤解まで

生まれている。

「有田は土・日曜日などに行っても、人が多くて車な

どでは入れないのではないか」という危倶を持つ人が、

福岡市にもかなりいるのである。陶器市のイメ ジで

もって年中娠わっていると想像されてしまうためであ

需帝京E:i需繭i'ti~lJ雌~

(三位一体、相互連携のまちづくりへ〉

これらのことを皆で考えてみた結果、委員会の場で

「何をやるべきか」という議論が交わされるようになっ

てきた。そこで「三位一体のまちづくり」として、次

のようなことを提案することにした。

①400年にわたる先人の努力によって築かれた“有国

焼"というブランドを大切にする

“有田焼"というブランドは、製造と販売の連携の中

で築かれたものであり、窯元や卸問屋にとっても大き

な支えになっている。一方消費者にとっても、“有国焼"

というブランドが品質やデザインなどの保証になるこ

るo ところが有国の現地では「せめて土・日は客が来 とが望ましい。つまり、有田焼ブランドの権威が維持

な仁てあ広どはまE釦土よヨ」などとよ空全土言うよヨ さむ五ζ土空ι産地にと立主民主E活問題歪量五よ且墜
になっている。この現実とイメ ジの落差は極めて大 に、消費者からも喜ばれることになる。

きい。 しかし高度成長期以後、日本のあらゆる地場産業の

有国は、 400年にわたって優れた焼きものをつくり、 歴史は、商品の大量消費をうけて量産化による高成長

全国の料亭や旅館に業務用食器を拡販することにょっ と同時に、その後の過当競争による地域ブランド崩壊

て日本人の眼を養わせ、多くの焼きものファンをつく の過程でもあった。現在有田焼のように地域名を冠し

る役割の主役を担ってきた。その結果焼きものが観光 たプランドは、各地で失墜しつつある。特にアパレル

白日三Eになってきている。しかし有田は今回ところ焼 分野では地域名抜きの企業ブランドが主流になってい

きものファンが近づきやすい町になっていな ~'o これ る。焼きものや漆器は、まだ地域名が残っているが、技

が、一般消費者と有田町との間にあるギャップであり、 術移転やデザインの平均化によって地域ごとの特色が

産業構造の問題でもあると考えた。 薄れてきている。

4 
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特に最近では、東南アジア等に進出した企業による

製造によって、価格面での差が数倍にまでひらいてい

る。以前から国内他産地のものと、価格面で2倍以上の

ひらきがあると言われているo 安いことや技術の進歩

を非難することはできな ~'o 有田ブランドがこれほど

名声を得たのも、窯元の技術と直売の人たちの情報力

の賜に違いない。今あらためて、情報力と技術力の結

合による成果が求められている。

②問屋の販売力を守り、全体の出荷額を増やす

直売をはじめとする卸売部門が、今後国内の産地問

や、国外などの競合にさらされることになる。しかし、

この圏内各地へ売りにいく部門が衰退すると、有国の

生産力を大幅に後退させなければならなくなるo もし

全体の有田焼が減少すれば、プランド力も下がること

になる。

例えば長野県の小布施町(よかネット 33号に掲載)

では、この 20年間に来訪者(観光客)がOから 100万

人にまで増えている。その過程で莱製品(羊藁など)の

ブランド力が上がり、製造、販売ともに大きく増加し

ている。といっても来訪者への販売は5%程度であり、

全国への卸売りが中心である。つまり、小布施では、観

光客の増加→小布施という土地の評判の向上→栗菓子

の人気のUP→小布施栗ブランドの全国化→小布施菓子

5 

の販売力の強化、という良循環が進んだ。

食品と焼きものでは違うかもしれないが、学べるこ

とがありそうだ。

③有国に来た人たちに買ってもらう

有田焼の生産量のうち、有国の町内で売れているの

は10%ぐらいと言われているo それは量、比率ともに

年々増加傾向にある。そのことは卸売団地に来る人や、

その中での購買傾向をみても明らかである。顧客が産

地を肌で感じて楽しみながら買いたいという意欲を押

し止めることはできないだろう。このことが、焼きも

のというものの特色だと言っていい。焼きものの、一

般のモノとはちがう、単なる技術ではない神秘的な面

だということができる。

今全国の焼きもの産地は観光地化じている。ひょっ

とすると、焼きもの産地として最も有名な有田が、観

光地化することをもっとも強く押し止めているのかも

しれない。内山地区などは、焼きもの好きの人たちの

興味の宝庫である。来訪者が楽しみやすい仕組みをつ

くれば、大幅に観光客は増えるに違いない。そうなれ

ば、有国の焼きもの産業を支えるような地元販売も可

古Eとなろう。

④有田に来る人を増やし、もてなしをする仕事(観光

産業)を増やす



NETWORK 

近年、焼きもの産地のガイド本が多く出版され、観

光雑誌のみならず、一般グラビア雑誌にも焼きもの産

地を特集することが多くなっている。“国民総焼きもの

通"といってもよいような状況を呈している。ところ

がそのガイド本の中に、わざわざ「味の旅にはあまり

期待できない有国J(日本焼きもの紀行、芸術新潮編集

部編)と書かれていた。アンケートなどを見ても、も

てなしの悪さを言われたものが多いし、現実的に見て

も、客がゆったりするような施設(食事をするところ、

喫茶庖など)が極めて少ない。にもかかわらず、かな

りの観光客があるということは、よほど観光的焼きも

の資源が優れているということである。

「観光とは、土地柄、人柄を通して感動を贈る地場産

業jである。有田の観光的焼きもの資源がいかに優れ

ていても、外から来た人にとっては、有田の焼きもの

の、過去から現在までの蓄積を楽しむことは難しい。ま

た、資源を見るだけでなく、有留の人々の知恵を通し

之感じ畳壬とによって一層の感動圭提畳ことが玄室亙a

有国に来る人たちの求めているサービスには次のよ

うなものカ〈ある。

O有田焼を博物館などでみる

O有田焼のなりたちを町中でたどる

o焼きものの良さを学ぷ

O有田焼のつくられるプロセスを見る

。有田焼のいろいろな型などを見て観賞できるように

なる

o有田焼で染め付け、色絵っけなどをする。

o有田や肥前の食べ物を楽しむ

6 

「主主祖師儒言語歪ご一一 川町出

O焼きものを感じながらゆったりした休患をとる

O有田焼の買い方を知る

o有田焼を買って帰る

。有田に知り合いを持つ

以上のような「有田焼きを売りにいく H有国に来た

人に買ってもらうH有田に来る人を増やしてもてなし

をするJという仕事が三位一体となって構成されるよ

うになれば、有国は焼きも白を核として産業は安定し、

人の出入りも多い活気に満ちた町になる白ではと考え

られた。

(いつ始めるか、議が始めるかーアクションプログラ

ムをたてる〉

せっかく気分的に地元の人も乗り気になりそうであ

ったので、計画案だおれにならないよう、取りかかる

べきアクションプログラムを、早速、地元の方と協議

してたてることにした。

アクションプログラム

0定期観光パスの導入ー当面は土・目でスタート

O有国地区巡回パスの導入ー観光ポイントを I時
間ごとに巡回する。当初は土・日のみ町内の主な場
所へ巡回パスを走らせる。

0有田焼をつくってみる旅の企画染め付け体験
を感り込んだ旅の企画。

0町内庖舗の土日の観光客対応ー土・日の客に対
して屈を聞ける。すべての士・日が難しいならば、
通りごとなど交代制も考える。

0庄舗の入りやすさ研究会一観光客から癌に入りに
くいと言われているその改善についての研究

0表通りの歩行のしやすさ研究会一客が安心して
歩けるように、土 目だけでも、一方通行にする。

O見世の閉博物館一商庖街各戸が家宗や自慢できる
ものを展示することにより、通りが博物館となる。

0案内(板、ガイド、ボランティアガイド)一案
内板の設置や、お年寄りボランティアガイドを養成。

0有国焼きもの散策路づくり企画会議-200mか
ら300mおきに休息、和洋喫茶、貴事、焼きもの販売
その他の雑貨販売、トイレの場所在設け、楽しい歩
き方ができる散策路をつくる。

0有田まるごと博物館の企画会議 町全体を博物
館として考え、町への入場券のかわりに f有固まる
ごと博物館公式ガイドブック」を購入してもらうu
それと焼きもの販売(割引など)との連動。

ose前料理の展開 肥前地域特有田「食べ物J r企
文イGJの発掘を行い、地域のもてなしの一つの柱に。

O食器の使い方教室 窯元、商社がグループをつく
り、交替でテーブルコーディネート教室を行う。
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〈構想策定後の地元でのうごき) 市町村の計画を考えるにあたって、いろいろなデー

「報告書づくりが終わったらもう集まらないのか」と

いう意見があり、今後もこの報告書で決められた計画

の内容を各委員が中心になってそれぞれの地区で進め

ようということになった。本計画で掲げたアクション

プログラムを実現するため、話合いの場を持った。そ

の中で「空き家を活用し、喫茶庖を町中にっくり、そ

白運営のために窯元などがコ ヒー券を購入してお客

さんにサービス券として渡そう」などという積極的な

声が伺かれた。

有国では秋になると各まちづくりグループが手作り

でもてなす祭りが開催される o 昨年こ由祭りを訪れた

が、温かいもてなしをうけ、一度で有国のファンにな

った。今年もまたこの祭りは開催されると思う。昨年

よりも一層楽しい祭りになり、有田のファンが増える

ことを望んでいる o

(糸乗貞喜、尾崎正幸IJ、七掛かおり)

20年後、誰がどれだけの人数で ! 

農村地域を支えるのか i 

l 都市から移住して支えないといけない白ではないか i 

(すでに起こってしまっていること〉

食糧のことが気になっている。日本は減反して、食

料生産を抑えているが、地球全体で見ると、大幅に足

りないことは誰にでも分かっているはずである。「国際

化j という言葉が、現代の日本人にとって最も大切な

ことのように言われているが、平凡な私の常識で考え

ると、それは「世界で起こっている最も大切なことに、

気配りを忘れず、自分の生活の中でそれを活かすこと」

というようなことだと思う。

世界全体では足りないが、日本では余っている。園

内の食糧自給率が50%を割っているといっても、巷に

は食べ物があふれ、カラスが残飯をあさって故直して

いる。これは過去から現在までの話。

しかし、この原稿では、未来の予測というようなあ

やふやなことではなく、すでに起こってしまっている

ことが未来のある時点を決めてしまっていること)既

に起こってしまうている未来ーについてふれてみた

L 、。

〈農業分野で「起こってしまっている」と思ってよさ

そうなこと〉
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タづくりをするが、それを九州や日本全体に当てはめ

てみるとどんなことが言えるか考えてみたい。

表1は九州のK町の農業就業者の20年間の推移と、

今後の20年間で同じようなことが言えるのかについて

数字ををつくってみた。このことを当地で示して話し

合ってみると、どこの町村でも、 20年後回数値につい

て違和感を感じる人はいなし、。それは、現実の農業就

業者や、そ白後継ぎなどからみて、過去の20年間と同

じようなことが起こると見ているからである。

そうなると、 K町では、農地の管理人はL、なくなる。

同じような操作を、九州全体について行ったものが

表2である。九州全体でみても、若い人の補充が極めて

少ない。しかし九州全体について、実感的にコメン卜

してくれる人はいない。

日本全国について示したのが表3である。過去20年

間の趨勢では、 40才未満の就業者が20年後も農業をや

表の見方

農業就業者を年齢階層で分けて20年ごとにみた
ものである。 1975年の 40歳以上(主に 40~59歳)
は 1995年の 60歳以上に、 15~39歳はほぼ40~59
歳になる。 20年後も同様の傾向を示すと考えて予
測したものが2010年の数字である。

表1(K町)K町の農業就業者数は、 1995年には

3，184人、このうち60歳以上は1，825人、 20年後に

60歳以上となる40~59歳は897人、 15~39歳は412

人であるロこれを20年推移させると、 E町の農業

就業者数は現在の1/3の1，000人程度で、ほとんど
が高齢者となる。

年齢別農業人口

1975 

15~39歳

40~59歳

60歳以上

15~59歳計 3，834 

(基幹従業者)

1995 

単位:人

2015 

¥¥  
¥¥  
1，309 200+α 

(賢料農業センサス)
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表2(九州)九州の農業就業者数は、 1995年には

766千人、このうち60歳以上は453千人、 40-59歳

は216千人、 15-39歳は97千人である。 20年推移

させると現在の約1/6の120千人程度と激減し、や

はりほとんどが高齢者となる。

年齢別農業人口

1975 

15-39歳

1995 

単位:千人

2015 

¥¥  
附¥仰¥00程度

40-59歳

60歳以上

15-59歳計 2，010
(基幹従業者)

313 20+α 

(費料農業センサス)

っているのは 1/3ぐらいとなっているo 今後の20年

については、仮に全く減らず、そのままの50人ぐらい

が残ったとしても、 60才未満の農業従業者は今の半分

程度になってしまう o

60才未満だけでなく、高齢者がいればよいではない

かと考える人もいよう。その場合は1995年の60才未

満は、 2015年の80才未満となる。仮に80才未満を全

部加えるようなことになっても、おそらく 160-200万

人を越すことはないだろう o

l この数字をにらんでいると、現在約500万人で維持

表3(全国)全国の農業就業者数は、 1995年には

4，902千人、うち60歳以上は3，063千人、 40-59歳
は1，280千人、 15-39歳は559千人である。 20年後

の予測では現在の約1/4の1，200千人程度となる。

年齢別農業人口

1975 

15-39歳

1995 

単位:千人

2015 

¥¥  
;483¥バ¥1.000程度

40-59歳

60歳以上

15-59歳計 6，951 

(基幹従業者)

全従業者計 9，434 

1，839 200+α 

4，902 1，200+α 

(買料農業センサス)

また、残った人達も都市側へ通勤し始め、 r2ノウ8サ

ラJ(2害IJ農業、 8割サラリーマン)が増えている。 rl0

/ウjだけで農村を支えるという政策は、破綻した。そ

の理由は専業農家(10ノウ)だけでは、人口・世帯の

絶対数が大幅に減ってしまうからである。結局大量の

農家が兼業化しで、「地域としての農村Jを支えてきた

が、表1から表3にかけて示したように、人口ゃ世帯数

が減って今後の見通しが立たないのが現状である o

今までの動きは、すべてワンウェイである。農村か

ら人が出ていってしまうか、農村が住宅団地になって

している農地を、はるかに少ない人数で守ってL、かな しまうかだった。 rlOノウか若しくはぜロか」というこ
ければならないかということが分かる。そのためにど とで、唆昧な農村への参入を認めていない。兼業化す

んな方法があるのだろうか。 る人はいたが、それは都市側への8サラ化であって、逆

i農討iζ都訪の主主些卓三士を導入宣ること〉一一一 線支はなかったa

この40-50年問、農村の人口が一方的に都市に流れ

ていった。その結果、次のようなことが起こっている。

日本の人口が、 1947年には市部対郡部白人口比は1対

2で農村の方が多かった (25，857千人対52，243千人)

のに、 1995年には3.6対1と逆転 (98，007千人対27，561

千人)している。このことは、新しく産まれる子供も、

農村には少ないということを示している。 (1990年の

0-4歳人口は市部5，026千人対郡部1，455千人)この

期間、 DO割農業」の人達が、都市に出ていって rlO
割サラリーマン」になって、都市に居ついてしまった。

8 

現在のやり方は、農村から都市への動きは許すが逆

を認めない。農村のエネルギーが減る方向へなら、唆

昧な状態 (8サラ)へでも認めているが、都市から農村

へエネルギーが動くことは認めていない。

たまに、農村に住む人もいるが、都市との係わりを

断ち切って rlOノウJに徹するか、特殊な生業、例え
ば焼き物をやるとか、木工をやるなどが紹介されてい

る。今の時代は、ビューリタニズム(純粋主義)では

暮らしにくい世の中である。都市から農村へ r2ノウB

サラ型jで住みつくことができないだろうか。情報通
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と考えています。計画に該当しそうな地区を抱えてお

られる方は、ご連絡下さい。(糸乗貞喜)
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最近、九州で外国人がビジネスをはじめるケースを

よく目にするようになりました。

そこで今回、地域ゼミでは「九州で外国人が働くと

きJというテーマで、日頃から外国人の入管手続きや

在留資格などの仕事を手掛けている、行政書士の中島

さんに話をお願いしました。

@ビザと入管法と在留資格の許認可について

・外国人が日本で働く場合、入管法(出入国管理及び

難民認定法〕で入国許可を得ることが前提になるが、

よく「日本の入管法は厳Lいjという声を耳にする。

しかし、日本の入管法だけが特異ということはない。

厳しいといわれる理由の一つは、日本の入管審査は

2，000人と職員数が少なく、出入国すべてを管理する

ため、許可を下す基準が均質で明確だから、そうい

うイメージを与えるのかもしれない。

・また「福岡の入管は厳しい、東京白入管はやさしい」

というのも耳にする。本来、地域間の差があっては

いけないが、出入国者数からいえば地方の方がさば

く数が少ない分、少しでも話を聞いて Jくれて対応し

ているのは、むしろ福岡の方だと思う。

・日本政府への申請文書は全て日本語で作成すること

になっており、不備があった場合、日本語が出来な
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九州農業白書

98. 8. 13 西日本新聞の新聞記事から
農村の維持ということを気にしていたら、「耕作

放棄地の増加深刻」という新聞記事が出た(九州農

業白書〕。耕作放棄地とは、「以前耕作地であって、

1年以上栽培せず、今後数年間にわたって耕υ作の意

思がない土地Jのことである。これ以外にも「生産
調整のため耕作しないところjや「農家が数年「掛

作しないと言わなかったj放棄していない非耕作地

があることになる。なお、「担む、手に集約」という

ことには異義があるo 私どもは農村内では担いき

れないので、都市住民も含めて幅広く取り組む必要

があると考えている。

信機器をつかって、 5サラ5ノウ型の暮らしとか、少し

リタイアした人の2サラ3ノウ型など、多様な居住を進

めたい。つまり、都市のエネルギ を農村へ逆流させ

い人はかなり時間を要する。このため、代理人をた

てることが可能で、現在、行政書士だけが(管轄は

自治省)代理人の業務に携わる。許認可業務で管轄

の省庁間で、法曹資格と職分が細かく分かれている

たいのであるo

(新しい動き 優良回国住宅法の活用が考えられる〉

今年の4月に田園住宅法が成立し(議員立法)、 5月

に関連する都市計画法の改正もされた〔地区計画制度

点で日本と韓国は特異である o

@ビザと入国審査

・「ピザがおりたら入国できる」という人もいるが、ビ

ザは外務省が発給する推薦状のようなものであって、

実際の入居審査は法務省の管轄である。必ず入国で

きるとは限らない。

-空港で入国拒否となった場合、不服についてオブジ

ェクションを出すことができる(法務大臣は72時間

以内に裁定を出す)。そ由聞は、違反行為を犯したわ

けではないため違反者用の収容室にも入れず、結局、

9 

これによって農地転用円滑化も進み、都市住民が農

村居住できる道もひらけそうであるo少し気にかかる

のは、市街化調整区域への住宅団地の導入にならない

かということであるo

ポイノトは、住宅建設という考え方ではなく、日、か

に農村に維持人口を増やして、地域づくりをするか」と

いう考えで計画をまとめるかということであろうロ

農村を含めた、多様な生活、生活の質(クオリティ

オプライフ)の向上のために、私どもも取り組みたい

の拡充)。



NETWORK 
三三三三雲雪市胃出生川町A 心川川正雄些昌豊三三三三三重罰謂言問E込書

空港内に泊まらざるを得ないこともあり、夜警がつ

けられ半ば軟禁状態ともいえ、違反者以上につらい

思いをする人もいる。

@在留資格の認定を巡る様々な相談

・入国が許可されると、入国目的に応じて在留資格、在

留期聞が定められる。現在、在留資格は下記に挙げ

たいずれかに該当する。

外交、公用、教授、芸術、宗教、報道、

投資・経営、法律・会計業務、医療、研究、

教育、技術、人文知識・国際業務、企業内転勤、

興行、技能、文化活動、短期滞在、留学、就学、

研修、家族滞在、特定活動、永住者、

日本人の配偶者等、永住者の配偶者等、

平和条約関連国籍離脱者の子、定住者

こうした在寵資格の一つひとつに、それぞれクリアー

すべき基準となるラインがあるが、実際に代理人と

しての業務をやっていると、様々な相談がもちかけ

られる 0

・例えば、「芸術」の在留資格では客観的な判断として、

過去に賞をもらったかどうか、などの実績が問題に

される。「自分は一流ミュ ジシャンだJと言い切っ

ても、在留資格を得られない人もよくみかける。

"また、「文化活動Jは判断が難しく、日本の伝統的な

文化(柔道、日本万の研磨、お茶、三味線、踊りな

ど)を週20時間以上勉強する、などが目安となる。

たまに、見かけからは想像もつかないような文化活

動を目指す人がやってくる。レゲエ風の若い黒人青

年が、三味線の修行目的で在留資格を得て喜々とし

ている姿などもみられる。

・外国では医者であっても、日本国内での医師の資格

がなければ医療行為はできない。さる高名な外国人

の医師が、たまたま人に頼まれて医療行為をやって、

結果的に患者は治って喜ばれたが、在留資格上の問

題になるケースもみられるo

「留学生・就学生」の場合、学期中はTJレパイトな

ど就業時間の規則があるが、中には絵の勉強で来て

いる学生で、たまたま絵が売れて高収入を得た人も

いる。さらに4年間で事業資金になるような莫大なお

金を得てやってきて、「投資・経営J資格に切り替え

て欲しいという人もいるという。しかし、途中切り
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替えは原則的に認められず、再度、在留資格の申請

を行う必要がある。

@特別永住資格と日系人の入国

・特別永住資格については、在留期間が無期限となっ

ている。これまで、戦時中~終戦までに日本に連れ

てこられた在日外国人とその配偶者や子孫に対する

日本での法的地位を確保するものとして認識されて

きた。

・ところが最近は、かつて漁業移民、農業移民として

ハワイや南米に移民した日本人やその子孫が、日本

への定伎のため、特別永住資格を得るケースが増え

ている。

-特別永住資格では、最後まで日本国籍を持った人か

ら数えて直系の3世代目の人とその配偶者まで対象と

なる。一家そろって20人で特別永住資格の取得を申

請するケースもみられる。

・しかし一方で、日本に行くために、文書を偽造して

在留資格を得ょうとするケースもあり、中には、す

ぐに見破れるような文書偽造で堂々と「日系3世で

すJと名のる人も最近増えてきた。

• r投資・経営Jは投資規模の大きさが求められる
・最近、福岡をはじめ九州でも、投資・経営の在留資

格をもっ外国人がビジネスを始める姿がみられるよ

うになった。貿易業務か欽食業の会社が多い。

・投資・経営の在留資格の取得では、投資規模の最低

ラインなどは定められていないが、現地従業員を何

名雇うなどの決まりがあって、ある程度の投資額の

規模が必要になる。

・一方、「自分はこのくらい投資したからいいではない

か」ということをいう人もいるが、投資額が大きけ

れば何でもよいのではなく、安定的な経営が可能か

どうかがポイン卜である。これがよく「投資、経営j

在留資格取得をめぐってのトラブルの原因になる。

「投資・経営」の在留資格を申請するには、事務所

や庖舗の賃貸契約が済んでないと許可は出ない。こ

のため準備段階のコストがかなりかかることとなり、

場合によっては5-6カ月待たされることになる。結

果的に中小規模の投資家にとってリスクが大きい。

・なお、こうした初期段階のサポートとして、 JETRO

貿易情報センタ に設置されているビジネスサポー

トセンターに、外国人投資家のためのレンタノレプー

スなどがある。
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@今後は法制度の運用面の充実を

はじめて聞く話も多かった中、日本の出入国や在留

資格に隠する法制度がそれほど特異で厳しいものでは

ないというのは、意外な感じがしました。

しかし、中には意図的に悪用される制度があったり、

個人の思いが複雑な法的手続きのためにそがれてしま

うこともあるなど、いろいろ問題点も見えます。

まずは法制度の運用面白ケーススタディを増やして、

これを通じて、外国人の方にとっても地域の人にとっ

ても良い面と悪い面は何かを知る必要があるのではと

思いました。

今回お話いただいた中島さん自身も県内で活躍して

いる法律の実務家の方と一緒に、九州の外国人の労働

環境について勉強会を始めたということですが、実際

には、専門家の聞でもこの件に関して注目する人は九

州ではまだ少ないということです。

しかし、この臼のゼミ参加者は、行政の企業誘致担

当、大学の先生、国際結婚してだんなさんがビンネス

を始めようと考えている奥さま、海外で対日投資促進

の業務に係わった方など多彩な顔ぶれで、事務所の会

議室は一杯になり、個人的な質問から、行政の企業誘

致関連の質問まで寄せられていました。

(尾崎正幸IJ 津谷真紀子)

※)なお、中島さんの所属する福岡県行政書士会では、

福岡市天神のアクロス福岡3階「こくさいひろば」で

毎月 1度、入国・在留・国籍等に関する無料相談を行

っています。
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田村明氏が福岡においでになる機会があり、それに

合わせ、「都市計画家とかコンサルタントなどが生まれ

始めた草創期の頃の思い出話」をしていただく会を開

くことができた。

今でこそコンサルタントは、よく耳にする職業だが、

田村氏がこの商売を始めた1960年頃は、まだまだソフ

トが金になるとは思われていなかった時代だったそう

で、まさに当時のベノチャー起業だったようだ。

セミナーでは田村氏がこの商売を始めるまでの経緯、

始めた頃の話を、当時いっしょに仕事をした浅田孝氏

の思い出話などを交えてお話していただいた。

田村氏、参加者の強い思いがよく伝わり、私自身も

自分の商売について考えさせられた有意義なセミナー

となり楽しかった。以下に簡単にセミナーの内容を記

す。

@多様な職歴

・私自身理科と文科の分け方をしていたが、どちらで

もない総合的なことをしたいと思っていた0

・学校(学部)は建築学部、法学部など3回卒業した0

・仕事も何度も変わり、最初に運輸省、次に大蔵省に

入った。大蔵省はすぐにやめたが、その後、農林省、

労働省に入った。労働省は当時新しくできて珍しく

女性キャリアもいたので、民主的だろうと思ってい

たが、官僚的だった0

・L、くつかの省を経験したが、どれも自分がずっと続

ける仕事ではないと思った。

・その後、民間の保険会社に入社した。日時-4時まで

の労働時間で、給料もよく、場所もよく、仕事外に

絵画を描いたり、文化活動に力を入れたりして、そ

れなりに充実していた。

・この頃、不動産関係の仕事を主に行っていたが、周

りに仕事を教えてもらえる専門家はいなかったので、

自分自身の力で働いていた。しかし、この仕事も一

生続ける職業とは思えなかった。

・総合的な商売

・もともと、文系でもなく、理系でもない仕事、総合

的な仕事をしたいと思っていた。そして、 35歳の時

に生涯の職業として地域政策プランナーを思いつい

た。

・当時、海外の様子をみると町が美しかったが、日本

は民間の勝手な投資などで美しくなく、疑問をもっ

た0

・当時、「地域開発Jという言葉が出始些ていた樫、経

済企画庁では、地域開発は国家のためであって、地

域のためにやるのではないと明言されていた。しか

し、地域開発は地域のためであって、結果として国

家のためになるのが本当の順序だと思っていた。

・当時、地域を総合的に考えている人聞がいなかった。

地域を総合的に捉え、地域の立場にたって考える人

が必要だと思った。自治体にもはっきりした考えは

なかっfこ。

.ソフトlこ値段をつけた

・民間プランナーは当時なく、それに近いものは大学

11 
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の研究室だった。しかし、研究はプ口ではなL、。プ

ロが必要だと思った。

・大手ゼネコンもコンサルタン卜に近いことを行って

いたが、それは建築工事の前段階のサービスであり、

ソフ卜だけでお金をとることはしていなかった。

・こういったことを先輩の浅田孝氏に相談した。そし

て浅田氏の事務所でいっしょに、試行錯誤で仕事を

始めた。

・当時世間では、設計とかハードではなく、計画とい

うソフトがお金になるとは忠われていなかったが、香

川県から観光の仕事で100万円をもらうことができ

た。当時の 100万円は大金であった。

・また、プランナーのやる仕事を 100項目出して、そ

れぞれに値段もつけた。

・ソフト的な仕事を次にやりはじめたのがアノレパック

あたりではないか。

・ソフトが仕事になると分かりだしたのが万博の頃で、

この頃みんなが調査に金を払ってもよいと思いはじ

めた。

@浅田孝氏についで

・浅田氏は変わった人であった。しばしば対立もした

し、師弟の関係とは思っていないが、最も影響を受

けた人物の2人のうちの一人である o

-当時浅凹氏といっしょに働いた事務所の名は、環境

開発センターだった。その頃「環境」という言葉は

ー般的ではなかった。環境の漢字を説明するのさえ

重量しかっfこ0

・国際デザイン会議の事務局長を浅田氏がしていた頃、

本番のあいさつの時間に来なかったということもあ

霊童三誼盟国幽山:iiill1酬州

にされていたが、新しく工業誘致をせずに、既存の

工場を整理した。そのために地下鉄や高速道路の整

備をするといったようにすべてを連動させた。

・横浜では、始めから戦略的に計画を連動させて提案

Lt，こ。

・当時、随分「民間だからJとよくいわれたが、役人

の経験もあったので、役人の悪いところもわかり、民

間も行政も協力して総合的にやらなくてはならない

と思った。そして役所の構造改革もしかけた。

-横浜市に企画調整室ができた。果たして議が入るか

ということになり、そこに自分が入り、プラノナー

として動いた。

-岩波新書から「まちづくりの発想jを出版する時、総

合都市計画という言葉は一般住民に受け入れられに

くいと思い、「まちづくりJという言葉を使った。担

当者は本の題名としてはわかりにくいので漢字で「町

づくりJにして欲しいといわれた。しかし漢字にし

ては住民が受け身でやっているような気になるので

ひらがなにした。

.20数年前、建設省に「美しいまちづくり」と言った

ときは、つまはじきにされたが、今では「まちづく

り」は歓迎されている。

・自の縦割り政治は今後も変わらないだろう。まちづ

くりを総合的にできるのは地方しかない。

田村氏は終始穏やかな口調でお話されていたが、強

い思いは十分に伝わってきた。私がプランナーをこれ

からずっと自分の職業として続けていきたいといった

時、田村氏が「思いが先なんだ」ということを言われ

たのが印象的だった。日頃、事務所にて「思いがなけ

るo 浅田氏は「忘れていたj といったが、きっとわ ればこの商売はできなし、。思いが大切なんだ。もっと

ざとだったと思う。 戦え。Jと喝を入れられている私は、再びはっとさせら

@横浜での計画院なまちづι.¥L________ tLtoo熱心思、心安造責警に糊正之さ昼Z旦 (jxf"ラ註土'-

.1960年中頃、横浜田仕事に取り組み始めた。浅田氏

と当時の横浜の飛鳥田市長と知り合いだったことも

あり、横浜から仕事が来た。当時横浜に住んでいる

こともあり横浜の仕事には力が入った。

-心臓部が抜けていた。また開発だけは進んでおり、乱

開発で乱れていた。それを止めるために、港北ニュー

タウン計画を打ち出し、計画的な枠で収めるという

ことを行った。

・また、都心を開発するために、新しい埋立をし、再

開発のための用地を作った。当時は工業誘致が盛ん

12 

を目指して、まだまだ戦わなくてはと思った。

(七掛かおり)
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賃貸住宅の昨日、今回、明日 i 

賃貸住宅勉強会 i 

住宅の建設戸数は落ち込み、将来的な人口増加も見

込まれない中、これからの賃貸住宅はどうなるのか、と

いうことで賃貸住宅の勉強会を開くことにし、 8月6日、

三好不動産会長の三好勉氏に話していただいた。三三好

不動産は創業から50年近くになり、賃貸住宅の管理戸

数は福岡都市圏在中心に1万5干戸を数える。三好氏は

現在、日本賃貸住宅管理業協会の会長、全国賃貸住宅

経営協会の副会長などを務めておられ、不動産業者、管

理業者、家主といった様々な白からの話が間かれた。そ

の勉強会の内容を紹介したい。

@遠洋漁業の船乗り f2頼まれ、賃貸の管理を始めた

・朝鮮戦争のとき、米軍の傷ついた兵士が福岡に送ら

れてきた。そこに若い女の子が群がり、今の唐人町

あたりではホテル代わりの6畳一閣の貸間業が活発に

なった。

-最初のアパードは中廊下型で炊事場・トイレ共同の

4畳半が普通だった。

-福岡市の政策で水洗トイレ化が進められたとき、慣

れてない人たちがパンツを流したりして水が逆流し、

汚物が部屋の中に流れてくるといったト lラプノレが続

出した0'

・風呂はなく、近くに銭湯があることがアパート立地

の条件だった。

・最初に浴室をつけたときは、防水はしたのだが水漏

れがひどく、下の階では電気のフ ドに水がたまっ

て、ンョ 卜する前にあわててフードを外して水を

捨てる、というようなことがあった。

・アパート経営を本格的に取り組んだのは、命がけの

遠洋漁業の船乗りに頼まれてから。 1回の航海で大金

を手にするが、次に生きて帰れるかわからないとい

う人たちに、「この金でアバー卜を建てて、残された

家族に収入が入るようにしれくれ」と頼まれた。そ

れでアパ-bの管理までやらなければならない立場

になった。

.ストック活用=資産活用への変換が必要

・現在、不動産業界が不況といわれる中で、賃貸管理

業界では今でも毎年10%以上で業績が上がっている

ところが多い。管理業務はリフォーム、清掃など多
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くの周辺業務がある。ディベロッパーなどは一旦売

ってしまえばまたゼロからのスタートだが、賃貸管

理は毎月安定した収益が見込まれる。

-証券業者は、株価が半減する中で、株の売買から資

産運用業ヘ転換しないと生き残れないといわれてい

た。不動産業界も同じで、売買だけのフロー業務か

らストック活用型のビジネスにならないと生き残れ

ない。また、客の資産運用を考えたコンサノレ業務に

なってL、く必要もある。

@不況で低金利の時代でも、賃貸経営は有利

・昭和40年代に住宅数が世帯数を抜き、需給の市場が

逆転したが、 ζれまで管理業者は家主の方ばかり見

て営業してきたので、家主が時代遅れになってきた0

.自然損耗は家主は今まで入居者に負担させていたの

が、最近の判例では家主負担になっている。東京で

は礼金として2ヶ月分をとり補修費等に当てている。

大阪では敷金 10 ヶ月分をとり退去時には 5~6 ヶ月

分は償却したとして差しヲiく敷引制度が根付いてお

り、 トラブノレがない。地方で実額精算をやっている

ところはトラブルが多く、業界でも大阪のような方

式になっていかざるを得ないと言われている。

-定期借地権制度は、底地評価が60%まで下がれば相

続税対策として多4の物件が出てくるだろう。

-定期借家権ができると、今まで一度貸すと仲々返っ

てこなかったものが期限を切って貸せるようになるo

例えば、老夫婦が老人ホームに入っている問、定期

借家権で貸してその聞に活用方法を考える、といっ

たことができる。

・定期借地権と定期借家権を組み合わせた新しいビジ

ネスも東京の方では研究されている。

. 1-2ヶ月で判決の出る少額訴訟制度がある。家主が

家賃滞納を請求するには有利だが、入居者から敷金

全額返還請求があると家主は必ず負ける。入居者か

ら少額訴訟があったときは、家主が普通訴訟にじて

ほしいと請求すれば、相手に手間と時聞がかかり、あ

きらめることが多い。

-不況の時代で、年金生活も不安な中、アパート経営

は10-15%の高利回り物件もあり、数%の空きがあ

ったとしても安定した収入源として頼りになる。

@人気の高いインターネット使い放題マンション

・ごれまでのような画一的な箱形物件では入居者は入

らなし、。
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-ウイークリーマンションやマンZリーマンションは、

今までのようなアパートや分譲マンションとの競争

ではなく、ビジネスホテルとの競争になる。 1日4-

5千円で貸せば、通常アパ トの倍の収裁になり、客

にとっても安くあがる o その新しい需要層が全国的

にi普えてきている。

・インターネット対応型マンションはNTTが力を入れ

ており、 20-30室で家主が月 3-4万円払えば全室

インターネット使い放題になる。入居率が高く、中

古物件でもすぐ埋まる。

@ベット飼育可からJレームメイ卜型まで

・ベットはどこも不可というところがほとんどだった

が、実際には結構だまって飼っていた。そこでベッ

ト飼育可というものが出てきた。アパート入口に足

洗い場がある、ベットを洗っても配水管が詰まりに

くい、壁紙に臭いがつきにくい、柱の下の方はかじ

られにくいようにカパーしているなどの工夫がなさ

れている。

-部屋の前の大きな木に餌箱をつけ、烏のさえずりで

目が覚めるアパート、という付加価値告つけたもの

もある。

. )レームメイ卜型マンンョンとして、 6畳2聞に不動産

屋が別々の入居者を捜してきて一緒に住まわせる o

すると単身にも夫婦世帯にも同じ物件で対応できる。

アメリカでは普通にあり、東京でも最近出てきた 0

・大浴場や食堂のある単身赴任型マンション、バリア

フリー型マンション、パネルで動かせる間取り自由

形マンションなども出てきている。

・つまり、自分のねらった客をどう満足させるかとい

う工夫、豊かな生活を提供するための住宅供給をす

-日本の賃貸経営は8戸から 10戸の小規模な物が多い

が、証券を発行して大規模にやっていく家主も出て

くるのではないか。

・アパートをひとつのコンセプ卜を持ったテーマパー

クとして供給するようなものも、かなり出てくると

思う。

-アメリカの管理業界は60年の歴史があるが、毎年

オ ナーに決算報告をし、悪ければ管理会社は代え

られる。日本もそういった厳しい競争の中でレベル

アップを図る必要がある o

@地主は近隣と仲良くしておく

質疑の中では以下のような話がなされた。

-不良入居者の対策l士、l 本人に必ず面接するようにし

ているので、だいたい長年の経験でわかる。過去に

は代理の人が探しに来て、実は変な人が入っていた

ということもあった。また、カード会社に問い合わ

せれば、 15分でプラックリストに載っているかどう

か分かる。最後は連帯保証人をしっかりとっておく 0

・分譲マンンョンも一部管理しているが、都心のワン

jレームマンションは半分以上は賃貸化するので、そ

の管理をすることになる。また、分譲もリワオーム

などの周辺業務が出てくる。

-高い賃料の物件は、3l':くと次を入れるのが大変など

1)スクが高く、事業としては難しい。福岡では、社

宅にしたとしても月 12-13万円が限度ではないか。

それ以上は客層がいない。

.7パ トを建てると近隣は喜ばない、というのが原

則だが、なるべく反対されないためには、空き地に

している闘でも近隣と仲良くしておくことo それに、

工事中に迷惑をかけないこと。

る方向になってきている。 ・今の若い世帯には、コンビニが台所代わり、冷蔵庫

・賞理業者も住宅斡旋から生活全般の商売ヘ ttþ~ になっ主い昼a 主駄履きヱパ=_r 去っ￡主主主

-大手スーパーの新生活に必要な物のカタログを入居

者に紹介し、購入者は5%引き、管理業者にも 3%の

フィーが戻るということをやっている。

・管理業者も住宅の斡旋だけで成り立つ時代から、学

校や幼稚園も含めて紹介するような、入居者の生活

全般の面倒をみる商売になっていくと思う。

-入居者のデータを握っていることが、今後の管理業

者の商売のネタになりうる。

-建設コスト低減の取り組みも進み、坪27-28万円で

建てるものが増えてきている。

14 

らコンビニを l階に入れるべき。

・家主を集めた勉強会を聞き、すでに80数回を数えて

いる。案内は3-4千人に出しているが、これがボデ

ィーブローのように効いて、いくつかの家主が向こ

うから「管理をお願いしますjと物件を持ってくる

ようになった。

昔の賃貸住宅の話など、聞くだけでも面白かったが、

今後の付加価値型の住宅については、当たり外れもあ

る話だろう。じかし付加価値部分が当たらなかったと

しても、快適に住めるかどうかといった基本的な居住



*' y 件7ーク/ゲん・
霊童罰 叫出首叫一 吋削目前『蝉

性能がしっかりし、家賃が見合っていれば、賃貸住宅

として成り立っていくのではないかと思う。

(伊藤

叩制相撲芸喜三三雲罰肺訴守羽\{j~'S:-~事訓監4出品呉昌三

聡)
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モノ売りでない、本来のアンテナ

ショップに!

市圏住民は大山ダムからの水にお世話になるそうだ。

大山町では、農産物の消費拡大戦略の次のステップ

として、大消費地である福岡市への進出の手だてを考

えていたらしく、この水の縁を契機に福岡市との密接

なつながりができ、この愛宕浜という埋め立て地の一

角にアンテナショップの用地を斡旋してもらった。

このアンテナショップの当初計画は平成3年頃から持

ち上がったとのことなので、オープンまで実に7年の歳

正面からみた「おおやま生活領事館」

「おおやま生活領事館イン福岡J

大山町といえば、矢幡治美町長のリーダーシップに

よって、昭和36年以降に米作中心の農業形態かららウ

メ、クリ等の多角農業に切り替え、「ウメ、クリ植えて

ハワイへいこう」という強烈なキャッチフレーズのも

と独自のまちづくりを実践し、一村一品運動の元視的

な存在となった町である o

この大山町が新たな都市と農村との交流づくりの仕

掛けとして、商区愛宕浜に「おおやま生活領事館イン

福岡Jという名称のアンテナショップを今年の4月23

@天神でなく、あえて新興住宅地に立地

最近のアンテナショップをみてみると、アンテナン

ヨツプといいながら、地域の特産品が所狭しと陳列さ

れており、維持管理費をベイさせるため必死にモ/売

りに徹しているものが多いように感じられる。

この fおおやま生活領事館Jに一歩足を踏み入れる

と、必要最小限の商品がガラス棚に上品に陳列されて

おり、非常にお酒落な雰囲気である。田舎の泥臭さは

なく、ここは“単にモノ売りではないぞ"という雰囲

気が伝わってくる。

早速、 4月から初代領事に就任した安田さんに、いろ

いろとお話をお聞きすることができた。安田さんは今

年の3月までNHK大分放送局のチーフディレクターだ

ったのであるが、町の領事募集に応募し、 86人の応募

者の中から選ばれたそうである。待遇は町の特別嘱託

員という身分である。

あえて天神ではなく、住宅地を選んだ理由を開くと

「天神のお客さんはサラリーマンなど通りすがりの人が

メインである。このアンテナショップは目にみえる地

域との交流活動を通じて、徐々に大山ファンをつくっ

ていき、これが消費拡大につながっていければと思っ

ている。だから、ここ単独の収益で維持管理費をベイ

するような位置づけではない。愛宕浜校区のみの人口

が約5千8百人、大山町の人口が約4千2百人とこの周

月を要したことになる。日よりオ プンして、はや4カ月弱。

小生は1-2カ月に一回程度、姪の浜の「朝市jへ出

かけるのであるが、この建物は「朝市」へ行く道路沿

いにあって、少し気になっていたものでもあり、今回

取材してみて大山町の新たな流通戦略が見えてきた。

-水の縁が結んだ総合交流拠点づくり

福岡都市圏の水不足を解消するためのひとつとして、

現在、大山ダムの建設が進んでおり、 10年後、福岡都
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間取り(パンフレットから)

@施設の概要
・構造、階数鉄筋コンクリ←ト 3階建て
.延床面積・ 330rrl'
-総事業費 4億5千万円(土地代込み)
・補助 過疎債(全体の自由J程度)

=語喜重量毛足三重草

-施設構成。 1階は特産品販売とハープ資料展示
2階の地域交流のための研修室、イクリアンレス
トラン

辺の人口の方が多いのですよ。消費拡大を図るために

は大消費地の福岡市との交流を通じで戦略を練ってい

かざるを得ないのは明かです。Jというような主旨のお

話をされた。しかし、 4月からの売上げを開くと月 80

~100万円ということで、年間の維持管理費には少し不

足するみたいであるが、徐々にファンをつくれば単独

でも維持でき lるのではないかと思う。

施設の業務内容としては大きくa:物販(大山町手づ

くりの商品50品目)②レストラン(大山町の食材を使

リー駒山己主 霊童~量三

資料館みたいなI吉舗

言予三三主主主豆ill"8'il

割を果たしており、これまで「生け花教室J、「自然

音楽コンサート」、「創作体操」、「講習会jなど、多

いときに週3回程度の利用がなされている。

・今年の愛宕浜校区の夏祭りでは、祭りの核として領

事館が実行委員として参加し、大山町伝統白「烏宿

(うしゅく)太鼓」を披露し、祭りを盛り上げ、地域

聞の連帯意識を強めた。

・8月初旬には愛宕浜校区の小学生と親との「水ウオッ

チング」という企画で大山町でキャンプ。逆に大山

町の子供たちは愛宕浜小学校での地引き締大会に参

加0

・大山町の「梅干しっくり名人(全国梅干しっくり大

会での優勝者含む)J2名が、領事館で地域の奥さん

に梅干しっくりを伝授。

・大山町の婦人部の方が、駐車場で野菜販売を行った

ところ、 2時間で売れ切れた。など

@愛宕浜を拠点に西区、福岡市全体へ発信

安田さんは、元テレビ局にいたことから「自分の役

目はモノ売りではなく、ここを拠点として大山の良さ

を西区、福岡市全体に発信し、交流づくりをtTってい

一主主主の王土リ 7慨を目指Lどー主¥，ーム賃貸料30万民で 民主主盗塁Lと言凶10l

テナジト)、③交流と連携の3つがあり、この施設の大 また、大山町では既に町内でのケーブノレテレどを普

きな狙いとしては3番目の消費拡大のステップとしての 及させているので、このケーブル網を使って町民へ福

「交流と連携jなのである。 岡市の情報を直接届け、町民へのサービスを行ってい

@着実に進んでいる地域との交流づくり る。将来は、 2階研修室での講習会を生放送で町民の方

建設の準備段階から地域との交流づくりを行っτい へ伝える、あるいはケーフルテレビを使って福岡市の

るらしく、オーアン後の地域との交流活動は~下記の 方へ大山町の情報を随時放送するなどの取り組みも行

ように幅広く、着実に大11177ンをつくっているよう っていきたいとのことである。今後の領事館の取り組

である。

-隣接する愛宕浜住宅地には地域公民館がなく、「おお

やま生活領事館の2階研修室が地域公民館としての役

16 

みは楽しみであり、目が離せないように感じた。

(山田龍雄)
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日月末のとある日、に山笠に出ないかというお誘いが

あった。前々から参加したいとは思っていたが、 l今年

ょうやくその念願がかなった。

私たち(うちの事務所のOと私)の「ヤマJは恵比

寿流でその中の「中石堂」という町で参加した。

現在、恵比寿流中石堂に属する方の中で、昔の町富l

りでいう中石堂町に住んでいる方はおらず、お庖を出

している方がいるのみである o 参加者は町と何らかの

縁のある人や、その知り合いによって構成されているo

生まれは違っても山笠をこよなく愛Lているというこ

とで集まっている。参加者の年齢は20代後半から40代

前半が大半で、実に様々な職種の人が参加している。銀

行員、不動産会社、タクシー運転手、問屋などである。

今年4月、|日博多部の小学校が4校からl校に統合さ

れたが、この地区はその中でも人口減少の最も激しい

ところで、ほとんどが卸問屋、商庖、事業所となって

いる。マンションもあることはあるが、そのほとんど

が単身用のマンションで居住者は地元白人との交流も

少ない。山笠に参加して初めて中心市街地(博多部)の

空洞化現象を自の当た Jりにしたような気がする。

私たちは今年初参加ということもあって、山笠白一

連の流れを頭に入れておくため7月9日の「お汐井取りj

から 15日の「追い山Jまで全日程参加することにした。

@山笠は「お汐井取りJで本格的に始まる

お汐井取りは笛崎浜に清めの砂を取りに行き、祭り

の期間中の安全を祈るものである。

ただいま準備体操中

鼻き山は釘を一本も使わず作られる。

中央に見えるのはお汐井取りの清めの砂である。

この目、初めて法被に締め込み姿になるため、早め

に集合した。初めての締め込み白感想は、背筋がピン

と伸び、気持ちもシャキっとする感じがするといった

ところだろうか。

お汐井取りの行列は、大きな国道をい4つも横切る

が、行列が通過し終えるまでの問、交通はストップさ

れる。宮崎宮から宮崎浜までは広幅員の国道3号線を横

切るがお汐井取りの行列は非常に長いため、数kmにわ

たって交通が止められていた。 750年の歴史の重さを感

じた最初のできごとである。宮崎浜に到着後、清めの

砂を竹簡に入れ持って帰ってきた。これは家の玄関に

吊しておき、祭りに限らず外出の際などに振りかけ、身

を清める役目がある o 私たちの二つの竹簡は今でもう

ちの事務所の玄関においである。

@山昇きに挑戦

ヤマは昇き棒が6本付いており、前に 12人、後ろに

12人、山の両横(，胡瓜jと呼ぶそうだ)に2人、あわ

せてお人で担ぐ。それに「鼻取りJと呼ばれる舵取り

が後ろに2名配置される。さらに「台上がり」と呼ばれ

る山の指揮役が前3人、後ろ3人の6人で構成されてい

るo

細い路地での「胡瓜Jは危険と隣り合わせである。細

い路地では、山は左右に尻を振りながら進んでいくこ

とが多い。電柱や壁に激突しそうになることもあった。

激突しそうになった時、胡瓜は素早く、山の内側に逃

げなければ大怪我につながる。実際、今までに指を落

としたりした人がいるそうだ。細い路地では激突の衝

撃を和らげるため、電柱すべてに「ござ」みたいなも

のが巻かれているが気休め程度にしかならないだろう o

昔は山笠に参加して、どんな大怪我をしたとしても、

17 



尼・局・2書/'ifi iJe 
三三三三三重言言言言語ØIi~京市 E 単語孟醤三三三重言言者;言問~昌吉

見舞いとして『玉子20他』が渡されただけだったらし

い。当時、王子は貴重品であることを考えても、事故

に対して結構力ラっとしているものである。

危険と常に隣り合わせの山笠だが、せっかく参加し

たのだからと思い、界き棒につき、山を界いてみるこ

とにした。大勢で昇いているが、結構重い。

そんな体験から約1週間、毎日の行事に参加し、筋肉

痛になってはいたが、ようやく「追い山」でフィナー

レを向かえることが出来た。

山5主を通じて、旧博多部の歴史や現状などいろんな

ことを聞きましたが、ただ話を開くのと、祭りなど地

域に入って開くのとでは大きく違うと思います。地域

をよく知るために祭りに参加するのは、いいことだな

と感じました。

来年も参加したいと思います。山笠に誘って下さっ

たMさんに心から感謝いたします。(小田 好一)

一 一一一一
ですが、質疑応答がおもしろかったので、それを紹介

しようと思います。

A 当初は商圏規模10万人程度といっていたが、

今はどうなのか。また、離島の中で、島の中

心なのだけど、人口が少ない、という地域は

どうなるのか。

野田氏。現在は、集積条件として、「他白地域と比較し

て集積しているJとしており、庖舗の規模要

件はない。

B I小売庄」がポイン卜となるのか、または「ま
ちの中心、」ということがポイントとなるのか。

野田氏。まちの中心であっても、商業サービス系がな

いと認められない。

C ある中心、苦日と、ある中，心昔日の間にある、さび

れた商1苫街を発展させるのでもいいのか。

野田氏 この場合は、両端の中心部を含んだ形の一体

的な装備計画がよいだろう。

その他に、自民党政権が倒れたら、こ白施策も崩れ

るのではないか、などということもいわれました。

この日の時点 (7月23Blで、九州通産局に申請さ

れている案件は6-7件ということです。通産局が予定

しているのが20件ということですから、まだまだ大丈

夫だということでした。

次回、九Qの会は、「九州まちづくり会Jの下川端再

開発ビノレの見学会に便乗させていただき、平成12年に

完成予定の「博多 1)ハレインJの工事の様子を見せて

いただこうと思います。(津谷真紀子)

( 中心市街地i舌1生化施策について ふくおか水の感謝祭

通商産業省の取り組み
1 福岡の暑い夏といえば、「今年は渇水は大丈夫かなあJ

「九Qの会」第2回例会報告
一 ! と患い浮かぶほど、水のイメージ (t、い意味とはいえ

今年度より、(社)再開発コーディネーターの九州の ないが)がある。その福岡市で水のことを考えるイベ

会である「九Qの会」の事務局を担当させていただい ン卜を行うというのは意味のあることだと思う o

ています。 I水の感謝祭」は今年で2回目である。 1回目は、昨

その、第2回例会として、九州通商産業局流通産業課 年8月にそれまで流域の市町村の持ち回りだった「筑後

長と跨業振興室長を兼ねていらっしゃる、野田近幸氏 川フェスティパル」が福岡市で開かれ、それとの合同

に「中心市街地活性化施策についての通商産業省の取 イベントの様な形で行われた。福岡市は地図上でみれ

り組みJと題して、お話をしていただきました。 ば筑後川の流域ではない。しかし、水利的には筑後川

中心市街地活性化対策というと、 11省庁が関与し、中 からも導水し、特に渇水時にはかなりお世話になるな

身や連携の仕方について、なかなか全貌が見えにくい ど筑後川の利用圏域であるといえる o その水をテーマ

ものです。前例がないので、私にはなかなか難しいの としたイベントを福隠市民が独自に引き継ぎ、水への
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感謝を忘れないように続けていこうということで進め

られたのが「第2回ふくおか水の感謝祭jである。

実行委員会は福岡都市圏の市民団体在中心に、大学、

行政等も加わって結成され、その内の「学習とネット

ワーク部会Jに当社の会議室を提供することになった

関係から、私も実行委員に名を述ねた。

イベン卜は福岡市のももち海浜公園をメイン会場と

した。ここは人工海浜であるが、今回の実行委員会の

中心となった「はかた夢松原の会Jが自分たちの手で

松の植樹を行ってきた所である。

イベントの内容は、砂浜でのモニュメン卜づくり、シ

ンポジウム、筑後川の源流域と下流と福岡を結ぶテレ

ビ会議、中固との交流などであった。

私は準備の手伝いをしたり、会場にカスミサンショ

ウウオを持ってきた宮田町の笠松小学校の子どもたち

と一緒にいたりして、シンポジウムの方はあまり聞か

なかったのだが、部分的に聞いた竹村真氏の基調講

演の言葉の中に印象的なものがあった。それは「蛇の

口をひねると森が出るJというものだった。蛇口とい

う名前は、大きなJIIをやまたのおろちと呼んだその水

の流れの一端が出てくるところは一つの蛇の口である

というイメージ。そして、水道の蛇口をひねれば水が

出てくるが、その水をさかのぼって伝っていくと、 JII

になり、蛇の尻尾にあたる源流になり、そこは保水力

のある森になる。つまり、いつも使う水道の蛇口から、

その水を供給している森へ想像をめぐらせ、感謝しよ

うということである。

行政主導でない、市民が行うイベントだということ

で、水行政に対する批判も含めて本音で水問題を話そ

うという気持ちも実行委員会ではあったようだが、案

外まじめな行儀の良い行事であった。

とりあえず、今年は渇水の心配はないようだ。

(伊藤聡)
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図おばちゃん達は、都会の人に漬け物売って、デ

パートで遊んでグアムに行くのだ!

7月18-20日の3連休、よかネットパーティの会場

となった、都心にある「警固神社Jでは、夏祭りが聞

かれ、小さな屋台がずら~っと並んでいました。

そのー画に、以前からお世話になっている農家の方

(理由あってMさんと呼ばせていただきますが)がお庖

を構えていましたので、少しお手伝いをさせていただ

き、一緒に来ていたおばちゃん達とおしゃべりしなが

ら楽しんでいました。

朝からお手伝いさせていただいた時の話です。

私が来た時には、すでにおばちゃん達は全員集合で、

野菜や、自分たちの手作りの漬け物、鰻頭、おこわ等

を並べていました。そして、 Mさんが主主場すると、す

かさず「みんな集まってJの声、ミーティングが始ま

りました。そしてこのように続きます。「お客さんがど

んなものを気に入って買っていくか、どの商品が評判

がいいか、ちゃんと見とってjと。なんと、このMさ

ん、お孫さんもいらっしゃるようなおばちゃん達に「ち

ゃんとマーケティングリサーチせないかんばLリとい

っているのでした。

おばちゃん達も、しっかりお客さんと会話し、自分

の商品を売り込んで、作り方白説明など丁寧にしてい

ました。

それもそのはず、この会は、今回だけのものではな

く、都市で何か催し物があり、呼ばれればこのように

おばちゃん達が自分の作ったものを売り、会の費用と

して積み立てていたのです。そして、今度グアムに行

くとか…。

そして何より、おばちゃん達は楽しんでいました。向

かいに出ていた「伊佐錦(鹿児島の焼酎)Jのお庄の前

の試飲コーナーから動こうとはしない人あり、そうか

と思うと、近くのデパートに買い物に行く人あり、 Mさ

んにいわせると「都会に出てくるのを楽しんでいる」の

だそうです。

しかし、一番すごいのは、そのおばちゃん達を楽し

ませてお金をもうけさせる、農業経営者Mさんです。ち

なみに、この方、ビールを飲んでお昼ご飯を食べてか

らは、ずーっと寝てました。(津谷真紀子)
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本 .BOOKS 
F 戸川川町冊目ト

えせ田舎暮らし

島田紳助著

中央出版

私の実家は大阪北部の京都と兵庫に接している通称

「能勢」と呼ばれている辺りです。大阪市内から電車に

乗って約1時間の山を切り開いた新興住宅街です。夏に

なると見たこともない虫が飛んできて、冬になるとよ

く雪が積もります。都会で育った私は、そんなことだ

けで田舎暮らしをしている気分になっていました。も

っとも実際に田舎暮らしをしている人は著者の田舎暮

らしも「そんな甘いものではないJとおっじゃるかも

知れません。著者のお住まいは私の実家のある能勢で

すが新興住宅街なんかではなく本当に山の中です。

小学生の頃のお母さんの実家での田舎暮らし体験で

田舎暮らしへの憧れを持つようになった著者はドライ

ブで偶然訪れた能勢に魅せられてしまい、番組で能勢

にログノ、ウスを建てるを企画をしました。そして一緒

に作ってくれる人を募集し、建設過程をカメラで追い

かけるというものでした。完成した時の一言が「人が

感動するためには、プロセスがいるんや。やっぱり田

舎に住もう」でした。

著者は開発許可と周辺の土地の貿収に3年もの年月を

費やして、その能勢に7干2百坪の土地を手に入れまし

た。「能勢の山の中に(家を)建てるなんて何憶っちゅ

うお金をどぶに捨てるのとおんなじです。Jこんなこと

た私は、知らない聞にこの田舎暮らしに溶け込んでい

た。気がつくと結構、楽しんでいた。J私は自分の実家

のある町がこんな良い所だったのかと、この言葉にち

ょっと感動してしまいました。自分の住んでいた場所

が本に登場するとうれしいものです。この本では日頃

テレビで目にする島田紳助と違った面を見ることがで

きます。田舎暮らし(本人日く本物じゃない「えせ」田

舎暮らし〕が、おもしろおかしく書かれたおすすめの

一冊です。 (小田好一)

編集後記

園いま、世間では中心商庖街の復興と新しい産業

の創出、福祉と環境の問題で騒がしい。通産省の

示した成長15分野というのも、環境とか福祉とか

情報とか、 トレンド的な発想のようであまり変わ

り映えがしていない気がする。

溜表紙のデータでは、農業従事者は減少し、 20年

後の農地保全を誰が主体となるのか、同様に森林・

山林の問題も横たわっている。こういう問題は、移

動基盤、治水・治山などの公共事業投資だけでは

解決できない問題が多い。

極NPOやトラスト運動など、市民主体の活動支援

の基盤もようやくできつつあり、今後活発になる

ことが期待されるが、農山村地域に対する都市住

民の意識には、命の根源を護ってもらっでいると

いう気持ちはまだ十分ではないと思う o

園大渇水が起こって、食糧問題が身近に迫ってか

ら気が付くというのでは遅いという気がしてなら

ない。 (べ)

を税理士に言われながらも長年の夢が叶い、 1994年10 よかネット NO.35 1998. 9 

月、田舎暮らしがスタートしました。

「父の田舎暮らし}の章では著者の娘さんが(田舎暮

らしを強いられた!?)家族を代表ιて田舎暮らしのこ
とについて書いています。「私には田舎に住んでいるか

らできなかったということより、田舎に住んでいるか

らできたということの方が圧倒的に多く、そして楽し

いことのように思えるo せっかく田舎に住んでいるの

だから、田舎でしかできないようなことがしたいとい

う父の意見に私は賛成だ。普通じゃできない楽しさを

たくさん感じたい。田舎暮らしに不平不満を言ってい

20 

(編集・発行)

側九州地域計画研究所

干810-0001福鶴市中央区天神1-15-35ホンダハピエ5F

TEL 092-731-7671 FAX 092-731-7673 

(ネットワーク会社)

備}地域計画建築研究所

本社京都事務所

大阪事務所

名古屋事務所

東京事務所

TEL 075-221-5132 

TEL 06-942-5732 

TEL 052-265-2401 

TEL 03-3226-9130 


